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1. 地域包括ケア看護職ネットワーク強化研修

2. 実施の目的
保健医療福祉など様々な施設で働く看護職および介護職が、別海町の高齢者等の支援の現
状から、地域包括ケアシステムにおけるそれぞれの役割を相互理解し、連携の必要性につい
て合意形成する。

3. 実施日時・参加状況
1)日時：平成29年 12月 16日
2)場所：別海町役場
3)参加団体・人数：9施設31名
(病院18名、介護老人保健施設2名、介護老人福祉施設2名、地域包括支援センター2名、
訪問看護ステーション1名、町保健センター2名 保健所1名、町社会福祉協議会1名、
居宅介護支援事業所2名）

4. 内容
1） 別海町の地域包括支援センターの現状について
別海町役場地域包括支援センター センター長

2) 講演 「看護職がつなぐ退院支援と在宅支援」
北海道医療大学看護福祉学部看護学科地域看護専門看護師

3） 事例検討(グループワーク)
4)  まとめ

5. 実施成果
・「地域包括ケアシステムにおける看護介護職の役割を考えることができた」と
答えた参加者が96％、「顔の見える関係づくりができた」と答えた参加者が
100％の結果から、実施成果は高いと考える。
・在宅医療の現状や地域包括支援センターの現状を踏まえ「退院支援」「在宅
支援」のあり方や多職種連携ネットワークを考える機会になったと実感できる。
・事例を通してGWでは、それぞれの役割と視点から意見交換し、その人らしさ
をもとに支える検討会ができ、共有することができた。

6.参加者の感想、今後に向けて
＜参加者の感想＞
・もっと話し合う場が欲しい、情報共有、チームつくりの必要性を感じた。
・ネットワークの理解ができ、有意義な研修であった。
＜今後に向けて＞
継続したしくみつくりを目指し、別海町ならではの連携システムにより、地域住民が安心して
暮らせる連携構築と貢献に助力したい。
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１ 住民フォーラム

２ 実施の目的
地域住民が在宅医療や介護サービス「ときどき入院」などについて
自己の意思決定や倫理について語ることができる。

３ 実施日時・参加状況
1 日時：平成30年 3月 3日（土曜日）10：55～14：00
2 場所：特別養護老人ホーム清翠園「交流スペースなごみ」
3 参加者人数：町民20名と医療介護関係など総数 70名 (行政、病院、介護老人保健
施設、介護老人福祉施設、地域包括支援センター、訪問看護ステー ション、町保健
センター、中標津保健所、町社会福祉協議会、居宅介護支援事業所など）

4 イベントを企画・運営したメンバー
（病院看護師4名、ST看護師1名、高齢者施設看護師1名行政保健師2名、
介護関係職種8名 計16名）

５ 内容
1 講演
2 エコーズミニコンサート（軽食付き）・懇談会
3  アンケート

６ 実施成果
・講演から終活について考えるきっかけとなった。
・実践現場からの講師の語りに、誰もが集中して耳を傾け、別海町の資源と
リンクしながら住み家と住まい方を考えることができたと思う。
・別海町の医療・介護連携を知って頂く、機会となった。
・音楽を聴きながら、手拍子・口ずさみ穏やかなひと時を過ごす時間を作れ
たと感じる。
・メンバーとの協働作業により、チーム力の一助となった。

７ 参加者の感想、今後に向けて
＜参加者の感想＞
・継続した連携事業と明確なしくみつくり (t町立別海病院看護師)
・講演に関する感動と終活について改めて考えることができた。(町民)
・日常の何気ない一日を幸せに感じる。(町民）
・エンディングノートを書く・見直すなど。人生を前向きに生きて行こう。 (町民)
＜今後に向けて＞
・これらから限られた資源を効果的に活用し、町民が安心して暮らせ、意思決定支援
でその人らしい人生を送ることが出来るよう連携推進により、地域貢献としたい。
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